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「
広
報
企
画
」に
求
め
ら
れ
る 

六
つ
の
要
素

　

広
報
企
画
は
、
次
の
６
点
を
明
確
に
し

た
上
で
、
企
画
書
に
的
確
に
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

ま
ず
、
①
の
【
目
標
設
定
】
に
つ
い
て
、

⑥
の
【
成
果
説
明
】
と
関
連
付
け
て
述
べ

ま
す
。

　
【
目
標
設
定
】
で
は
、「
広
報
企
画
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
の

か
」
を
明
確
に
し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
留

私
が
審
査
委
員
を
務
め
て
い
る
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
・
広
報
企
画
部
門
は
、
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
他
の
部

門
と
は
異
な
り
、
媒
体
の
出
来
栄
え
だ
け
で
な
く
、
そ
の
企
画
や
具
体
的
な
事
業
が
ど
の
よ
う
な
広
報
効
果
を
も
た
ら

し
た
の
か
を
論
理
的
に
説
明
し
た
「
広
報
企
画
書
」
を
基
に
審
査
し
ま
す
。
今
年
、
特
選
に
選
ば
れ
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
北
本
市
（
埼
玉
県
）
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
特
選
を
受
賞
し
た
企
画
は
、
事
業
の
効
果
を
し
っ
か
り
説
明
で

き
る
な
ど
企
画
書
が
優
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
審
査
に
お
い
て
も
理
解
さ
れ
や
す
い
広
報
企
画
書
の
的
確
な

記
述
方
法
に
つ
い
て
、
ま
た
、
論
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
が
、
広
報
活
動
を
含
む
行
政
の
取
り
組
み
に
と
っ
て
い
か

に
重
要
か
に
つ
い
て
、
受
賞
事
例
を
参
考
に
提
起
し
ま
す
。
な
お
、
各
事
例
に
つ
い
て
は
、
応
募
さ
れ
た
広
報
企
画
そ

の
ま
ま
で
は
な
く
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
若
干
の 
補  
遺 
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ほ 

い
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意
し
た
い
の
が
「
定
量
化
」
と
「
ロ
ジ
ッ

ク
モ
デ
ル
」
で
す
。

現
状
の
課
題
を「
定
量
的
」に
示
す

〜
福
知
山
市
の
企
画
を
例
に

　

令
和
３
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報

企
画
部
門
で
特
選
・
読
売
新
聞
社
賞
を
受

賞
し
た
福
知
山
市
（
京
都
府
）
の
企
画

「
本
能
寺
の
変
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０

〜
緊
急
事
態
宣
言
下
、
明
智
光
秀
と
市
役

所
か
ら
の
『
謀
反
の
お
知
ら
せ
』
〜
」。

　
企
画
書
で
は
、
市
が
行
っ
た
事
前
調
査

で
「
明
智
光
秀
の
ま
ち
福
知
山
」
の
認
知
度

が　

％
程
度
と
十
分
で
は
な
い
こ
と
、
福

４０
知
山
市
フ
ァ
ン
の
創
出
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
を
「
定
量
的
」
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
の
課
題
認
識
と
し
て
、「
福

知
山
市
に
関
わ
っ
て
行
動
す
る
人
々
の
形

成
」
を
【
目
標
設
定
】
し
ま
す
。
こ
の
目

標
は
、
事
前
調
査
を
基
に
「
定
量
的
」
に

記
す
こ
と
が
有
効
で
す
。
例
え
ば
、「
い

が
い
と
！ 
福
知
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」の
会

員
数
を
３
千
人
に
す
る
と
い
う
目
標
も
あ

り
得
る
で
し
ょ
う
。

　

企
画
書
で
は
、「
福
知
山
市
に
関
わ
っ

て
行
動
す
る
人
々
の
形
成
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、
第
１
段
階
「
認
知
獲
得
」、
第

２
段
階
「
好
感
度
向
上
」、
第
３
段
階
「
具

体
的
行
動
」
の
よ
う
に
段
階
的
に
記
述
し

て
い
ま
す
。

　

認
知
獲
得
に
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
の
た
め
の
取
り
組
み
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
活
用
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

認
知
度
向
上
の
目
標
を
「
明
智
光
秀
の
ま

ち
福
知
山
」
認
知
率　

％
以
上
の
よ
う
に

５０

「
定
量
的
」に
示
し
ま
す
。
認
知
を
獲
得
し

た
上
で
の
好
感
度
向
上
に
は
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
、
コ
ン

セ
プ
ト
動
画
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
る
福
知
山
市
へ
の

好
感
度
向
上
の
目
標
を
、
コ
ン
セ
プ
ト
動

画
「
光
秀
マ
イ
ン
ド
」　

万
回
以
上
再
生

１０

の
よ
う
に
「
定
量
的
」
に
示
し
ま
す
。
好

感
度
向
上
を
前
提
と
し
て
、
行
動
を
促
す

た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
福
知
山
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
目
標
を

「
定
量
的
」
に
述
べ
ま
す
。
ま
た
、
成
果
目

標
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
ア
ン
ケ
ー
ト

で
の
福
知
山
市
に
寄
付
し
た
理
由
１
位
を

「
返
礼
品
が
魅
力
的
だ
か
ら
」
か
ら
「
明
智

光
秀
の
ま
ち
だ
か
ら
」
に
す
る
こ
と
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

成
功
へ
の
見
取
り
図 

〜「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」

　

こ
う
し
た
、「
〇
〇
す
れ
ば
□
□
に
な

る
は
ず
」を
段
階
的
に
示
し
た
も
の
が「
ロ

ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
で
す
。
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ

ル
と
は
、「
活
動
と
目
標
（
課
題
解
決
）
か

ら
な
る
成
功
へ
の
見
取
り
図
」
の
こ
と
。

企
画
書
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
課
題
認

識
に
つ
な
が
る
十
分
な
調
査
結
果
を
記
述

す
る
こ
と
、「
〇
〇
す
れ
ば
□
□
に
な
る

は
ず
」
と
い
う
段
階
を
示
す
図
表
等
を
用

意
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
企
画
書
を
読
む
側
に

と
っ
て
も
、
広
報
企
画
の
的
確
性
が
分
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
□

□
に
な
る
は
ず
」
の
□
□
は
数
字
で
表
す

こ
と
で
説
得
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
、
そ
の
結
果
、
⑥
の
【
成
果
説
明
】

を
段
階
ご
と
に
定
量
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
と
し
て
は
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
本
市
と
会
津
若
松
市

（
福
島
県
）の
企
画
書
に
記
述
さ
れ
た
関
係

図
を
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
は
、
私
が
関
係
す
る
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
の
専

用
サ
イ
ト
（
＊
）
で
、
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

の
作
り
方
・
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
い
る

（＊）「シティプロモーションアワード」https://www.cpaward.net/

「本能寺の変プロジェクト 2020～緊急事態
宣言下、明智光秀と市役所からの『謀反のお
知らせ』～」
【企画の概要】※具体的な取り組み
もともとあった資源（明智光秀）に、新たな資源
（謀反のお知らせハガキ）と社会状況（コロナ禍に
よるステイホーム）を掛け合わせて一つの企画（本
能寺の変 原因説 50総選挙）を構成。他者の参加（投
票）で企画の価値を高め、インパクトが最大化する
タイミング（本能寺の変が起きた日）で結果を発表
した。さらに、総選挙参加者の声を受けて、当初の
予定にはなかった続編企画（クラウドファンディン
グ）へと発展させた。

福知山市企画書

「明智光秀が福知山市にゆかりのある人物であると
いうことを知っていましたか？」

※福知山市企画書から抜粋：「明智光秀イメージ調査」（2018年 11
月実施、東京・大阪の 20～ 70代 1000人にウェブアンケート）

「知っていた」
15.4％

「見聞きしたよ
うな気がする」
25.0％

「全く知らなかった」
59.6％

　→ 認知率 50％超を【目標設定】　
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の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】と【
メ
デ
ィ

ア
選
択
】〜
北
本
市
の
企
画
か
ら

　

続
い
て
、
②
【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】、
③

【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】、
④
【
パ
ー
ト
ナ
ー
選

択
】
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
関
連
付
け

て
述
べ
ま
す
。

　
【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】も
段
階
的
に
記
述

す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
誰
の
認
知
を
得

る
の
か
、
誰
の
意
識
を
変
え
る
の
か
、
誰

の
行
動
を
促
す
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
誰
」

は
同
じ
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
段
階
的
に

限
定
さ
れ
て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
「
誰
に
対
し
て
」
行
っ
て

い
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
企
画

書
は
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

北
本
市
に
よ
る
企
画
「
北
本
市
の
暮
ら

し
の
魅
力
が
自
動
で
拡
散
！
『
屋
外
の
仮

設
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
鍵
に
！ 
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
学

校
』
と
『
＆
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
』」

を
例
に
説
明
し
ま
す
。

　

北
本
市
で
は
、
人
口
減
少
を
課
題
と
し

て
捉
え
た
上
で
、
転
入
を
促
す
以
上
に
転

出
を
抑
え
て
い
く
と
の
【
目
標
設
定
】
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
事
前
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
転
出
者
全
体
の　

％
を
占

７５

め
て
い
る
、　

代
〜　

代
前
半
ま
で
の
世

２０

４０

代
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
定
量
的
で
明
確
な
根
拠
に
よ

る
【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】
の
記
述
が
、
企

画
書
を
読
む
側
に
と
っ
て
の
納
得
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】
が
で
き
れ
ば
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】
が
可

能
に
な
り
ま
す
。【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】
と

【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、

「
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
行
動
を
促
す
（
認
知

を
得
る
）（
意
識
を
変
え
る
）
た
め
に
、
な

ぜ
そ
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
択
す
る
の
か
」
が

説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

北
本
市
の
企
画
で
興
味
深
い
の
は
、

「
屋
外
の
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
メ
デ
ィ
ア

●来場者のうち 67％がターゲット世代を含
む「20～ 40代」と判明
●来場者の 75％が「北本市に愛着を感じた」
●次回への参加意向は 77％

「北本市の暮らしの魅力が自動で拡散！ 『屋外の仮設マーケッ
ト』がシティプロモーションの鍵に！『マーケットの学校』
と『＆ green market 』」 
【企画の概要】※具体的な取り組み
推奨・参加意欲を高められるコンテンツとして、市内の自然のフィール
ドを活用して開催され、魅力的なお店が集まる「屋外の仮設マーケット」
に着目。市民参加型ワークショップ「マーケットの学校」で検討された
北本らしいマーケットのあり方を実践しながら、定期的に市の魅力を発
信し、体験してもらうことを目的とした「＆ green market」を開始した。
「＆ green market」では、出店者も日頃から SNSを活用して発信してお
り、自動的に「＆ green market」の情報が拡散された。来場者アンケー
トでは、来場前後で、推奨意欲や参加意欲が向上していることが確認さ
れたほか、シティプロモーション全体の成果を測るまちづくり市民アン
ケートでも、mGAPの値が向上。人口も 17年ぶりに社会増に転じたほ
か、20～ 40代前半の人口も社会増となった。

「絶対参加する」
　　23％

「おそらく参加」
54％

次回への
参加意向

イベント参加
による北本市
への愛着が湧
いたか？

「かなり感じた」
　　35％

「やや感じた」
40％

「どちらでも
ない」7％

未回答 18％ 未回答 21％

「分からな
い」2％

「屋外の仮設マーケット」
イベント来場者アンケート

※北本市企画書から抜粋

　→ 「屋外の仮設マーケット」を【メディア選択】　

※ mGAP＝修正
地域参画総量指標

●20代～40代前半世代では転出が転入よりも5％上回り、
また、転出者全体の 75％をこの世代が占めている。

　→ 「20代～ 40代前半世代」を【ターゲット設定】
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と
し
て
選
択
し
た
こ
と
で
す
。

　

屋
外
の
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
、
魅
力

的
な
個
店
に
よ
る
出
店
や
北
本
の
農
・
食
・

自
然
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
こ
と
で
、
日
常
で
あ
り
な
が
ら
お
祭

り
感
覚
も
味
わ
え
る
こ
と
か
ら
、　

代
〜

２０

　

代
前
半
の
市
民
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存

４０在
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
屋
外
の
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

メ
デ
ィ
ア
と
す
る
こ
と
で
、
転
出
抑
制
の

前
提
と
な
る
北
本
市
へ
の
「
推
奨
意
欲
」

「
参
加
意
欲
」
を
向
上
で
き
る
こ
と
が
、
企

画
書
に
的
確
か
つ
定
量
的
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
北
本
市
の
企
画
書
で
は
、
屋
外

の
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
一
般
的
に

考
え
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
っ
て
い

て
も
、【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】
と
【
目
標
設

定
】に
応
じ
て
、多
様
な【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】

が
考
え
ら
れ
る
例
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
】〜
会
津
若
松

市
の
企
画
を
例
に

　

福
知
山
市
の
【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】
に
つ

い
て
の
記
述
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

福
知
山
市
に
関
わ
っ
て
行
動
す
る
人
々

の
創
出
を
【
目
標
設
定
】
し
、
ま
ず
広
い

認
知
を
得
る
こ
と
を
最
初
の
段
階
と
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
段
階
で
は
、「
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
」
を
【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】
し
、
そ

こ
へ
の
露
出
を
目
的
と
し
た
行
動
を
行
っ

た
こ
と
は
十
分
に
納
得
で
き
ま
す
。
福
知

山
市
の
企
画
書
で
は
、
さ
ら
に
各
段
階
で

の
「
メ
デ
ィ
ア
選
択
」
の
適
切
性
も
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

企
画
書
で
は
、【
パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
】

も
、【
目
標
設
定
】や【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
】

【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】か
ら
導
か
れ
た
こ
と
を

述
べ
る
の
が
意
義
を
持
ち
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
必
要
な
こ
と
は
、
行
政
側

の
「
強
さ
」
と
「
弱
さ
」
の
認
識
で
す
。

行
政
は
広
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に 
長 
け

た

て
い
ま
す
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
限
定
し
た

情
報
伝
達
は
公
平
性
と
の
関
係
か
ら
必
ず

し
も
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
信

頼
性
は
強
み
で
す
が
、
共
感
性
は
持
ち
に

く
い
組
織
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

前
提
を
も
と
に
、
強
み
・
弱
み
を
相
互
補

完
で
き
る
【
パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
】
が
記
述

さ
れ
て
い
る
と
、
企
画
書
が
よ
り
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
し
た

会
津
若
松
市
（
福
島
県
）
の

企
画
「『
＃
会
津
の
宝
探
し
』

で
市
民
向
け
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
、
広
報
企

画
を
実
現
す
る
た
め
の

【
パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
】
と
し

て
、
地
元
の
学
生
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
学
生
Ｐ
Ｒ
部

「
Ａ
ｉ
Ｚ 
Ｓ
モ
ー
シ
ョ
ン
」を

記
述
し
て
い
ま
す
。

　
【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】
と
し

て
、
積
極
的
に
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
用
い
る
こ
と
と
し
た

こ
と
か
ら
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
利
用
が
日
常
的
で
あ
る
学

生
を
Ａ
ｉ
Ｚ 
Ｓ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
参
集
さ
せ
、【
パ
ー
ト
ナ
ー

選
択
】
し
た
と
の
記
述
に

な
っ
て
い
ま
す
。
企
画
書
で

は
、
組
織
が
何
ら
か
の
行
動

を
す
る
際
の
強
み
・
弱
み
分

析
を
戦
略
化
す
る
た
め
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ク

ロ
ス
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
」
を
用
い
て
、
Ａ
ｉ

Ｚ 
Ｓ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
【
パ
ー
ト
ナ
ー
選

択
】
す
る
こ
と
が
的
確
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
ま
す
。﹇
右
図
﹈

　

な
お
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
考
え
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
込
み
、
整
理
し
た

も
の
）
に
つ
い
て
は
多
様
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
企
画
書
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
有

① 目標設定
② ターゲット設定
③ メディア選択
④ パートナー選択
⑤ 具体的な取り組み
⑥ 成果説明

'

※会津若松市企
画書から抜粋

'

'

「広報企画」に求められる
六つの要素

※波線部を当
該企画で実施
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効
な
定
番
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
あ
る
の

で
、
学
び
つ
つ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
具
体
的
な
取
り
組
み
】
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
企
画
書
に
お
い
て
十
分
に
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
【
目
標
設
定
】【
タ
ー
ゲ
ッ
ト

設
定
】【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】【
パ
ー
ト
ナ
ー

選
択
】【
成
果
説
明
】
に
結
び
付
け
て
述
べ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

広
報
企
画
で
求
め
ら
れ
る
の
は

「
企
画
力
」と「
説
明
力
」

　

こ
こ
ま
で
、
審
査
を
行
っ
た
立
場
か

ら
、
分
か
り
や
す
い
、
評
価
さ
れ
や
す
い

広
報
企
画
書
の
記
述
に
つ
い
て
述
べ
て
き

ま
し
た
。

　

ご
覧
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
広
報
企
画

で
は
、
企
画
書
の
巧
拙
が
評
価
の
重
要
な

要
素
に
な
り
ま
す
。【
具
体
的
な
取
り
組

み
】
で
あ
る
「
何
を
行
っ
た
か
」
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、「
な
ぜ
行
っ
た
の
か
」

と
い
う
【
目
標
設
定
】、「
誰
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
」と
い
う【
タ
ー

ゲ
ッ
ト
設
定
】【
メ
デ
ィ
ア
選
択
】【
パ
ー

ト
ナ
ー
選
択
】、
そ
し
て
「
行
っ
た
結
果
、

ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
【
成
果
説
明
】

に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
「
定
量
的
に
」

記
述
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
企
画
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
企

画
力
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
説
明
力
」
で

す
。
こ
れ
は
、
広
報
活
動
に
限
ら
ず
、
行

政
の
取
り
組
み
す
べ
て
が
常
に
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
説
明
責
任
）
を
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
提
起
が
、
読
者
で
あ
る
行
政
の
皆

さ
ん
が
実
施
さ
れ
て
い
る
「
本
当
は
す
ご

い
」
広
報
企
画
の
「
す
ご
さ
」
を
十
分
に

説
明
し
、
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「『#会津の宝探し』で市民向けシティプロモーション」
【企画の概要】※具体的な取り組み
会津若松市の「無限大の魅力＝宝」に気付いてもらうことで、市民にまちの魅力を発信しても
らう市民参加型のシティプロモーションを展開。市民のシビックプライドを醸成するととも
に、若者の移住・定住につなげていくことを目指した。広報紙を含む既存のメディアの特徴や
強み、弱みを分析。それに基づくクロス SWOT分析では、弱みを補完するための対策を検討。
「市出身の 20～ 30代の女性」「SNS、特にインスタグラムをよく使う」「カメラが趣味で人に
写真を見てもらいたい」などのペルソナ像を設定し、ターゲットを明確にした。「市政だより」
の特集に合わせて公式インスタグラムを開設し、「#会津の宝探し」によるインスタグラムへの
投稿を呼び掛け。投稿写真を市のアカウントで紹介したほか、広報紙にも掲載した。また、イ
ンスタグラムを活用した新たな企画として、地元の学生をメンバーとする学生 PR部「AiZ 'S
モーション」を創設。SNSを活用し、学生ならではの視点で会津若松の魅力を発信した。

※会津若松市企画書から抜粋

市民向けシティプロモーションの循環図


